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1 はじめに
本稿では次世代カーナビのための車車間通信におけ

る画像合成処理の一手法を提案する．カメラを用いた
地図情報サービスとして，拡張現実感技術を用いた表
示方式のカーナビが carrozeria[1]から発売されている．
このカーナビでは車載カメラで撮影された視界風景に
対して，経路案内を示す矢印や建物などのランドマー
クを重ねて表示を行う．実際の視界風景に直接指示す
るため，カーナビ表示の視認性の向上が期待される．一
方で，撮影された映像には，建物や看板などの静的な
情報だけではなく，経路案内情報に不必要である周辺
車両，通行人などの動的な情報 (遮蔽物)も映しだされ
ている．この遮蔽物が死角になり，ユーザが目的の交
差点を通り過ぎる場合が少なからず存在する．
本研究ではネットワークで接続された複数の車載カ

メラの情報を利用し，画像上の前方車両などの遮蔽物
を画像合成により削除する方法を提案する．本稿では
簡易モデルとして，前後 2台の車両に搭載されたそれ
ぞれのカメラの映像を用いて，自車 (後方車両)の映像
に対して前方車両の映像を合成する基礎実験を行う．

2 提案システムの概要
本研究では車にカメラが搭載され，ネットワークに

接続されていると想定する．図 1のように車両が並ん
でいる場合，後方車両の映像には図 2(a)のように前方
車両が表示されており，遮蔽物となっている．一方で，
前方車両の映像には図 2(b)のように，後方車両で隠れ

図 1: 2台の車両位置
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(a) rear vehicle (b) front vehicle

図 2: 車両からの映像

図 3: 完成予想図

ていた風景を確認できる．そこで後方車両の映像に前
方車両の映像を重ね合わせることで後方車両の遮蔽物
を削減する．以下に提案システム全体の流れを示す．

1. 車載カメラを用いて映像 (図 2(a))の取得

2. 前方車両の車載カメラ映像 (図 2(b))の受信

3. 二つの画像の合成処理

図 2の画像に基づいた完成予想図を図 3に示す．図 1
では 2台の例を示したが複数台車両も対象とする．ま
た提案システムでは映像のアーカイブ化も想定してお
り，地図情報への更新にも利用することができる．

3 画像合成処理
遮蔽物削減のための画像合成処理の流れを図 4に示

す．本稿では，簡易モデルのため通信処理による画像
の送受信は行わず，あらかじめ用意した画像を用いて
合成処理を行う．まず 2枚の入力画像から特徴点の検
出を行う．2枚の画像から抽出した特徴点それぞれの
対応点を求める．そして対応点を元に後方車両と前方
車両 2種類の画像の対応位置を求め，前方車両の画像
を射影変換する．変換後，画像の合成処理を行う．

Copyright     2013 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.3-163

5V-3

情報処理学会第75回全国大会



図 4: 合成処理の流れ

図 5: 実験結果 (同仕様のカメラを使用)

4 実験と考察
第 3節に記した合成手法を用いて，前方車両と後方

車両の映像の合成処理を行った．画像は 640×480の図
2(a)(b)を入力画像として使用した．画像処理ライブラリ
には OpenCV，特徴点抽出アルゴリズムには SURF[2]
を使用した．実験環境には 2GHz Intel Core i7の CPU，
8GB 1600MHz DDR3のメモリを用いた．実験の結果を
図 5に示す．実験の結果，主観的ではあるが，遠方に
関して違和感が少ないが，一方でガードレールと横断
歩道が画像上で重なっているという問題も確認された．
次に解像度などの仕様の異なる 800×450の図 6(a)(b)

の画像を使用し，画像合成を図 5の実験時と同様の環
境で行った．実験結果を図 7に示す．図 7の緑枠のよ
うに合成部分の境界が確認された．また赤枠のように
一部の看板が引き延ばされて合成されており，視界風
景と実験結果が異なるため，ユーザの混乱を招く可能
性が考えられる．図 3の処理予想図のように遮蔽物の

(a) my vehicle (b) vehicle in front

図 6: 入力画像

図 7: 実験結果 (異なる仕様のカメラを使用)
左下: 合成の境界部分，右下: 引き延ばされた看板

部分のみを合成することで対応していく予定である．

5 まとめ
本稿では車車間通信における画像合成処理の一手法

を提案した．簡易モデルとして合成処理による前方車
両の領域の削減を行った．実験の結果，遠方において
は主観ではあるが自然な合成結果を得ることができた．
一方で，結果画像では前方車両の画像の引き延ばされ
るという問題が確認された．今後の課題として遮蔽物
領域に限定した画像合成の検討が挙げられる．
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